Add-on Program  多言語・多文化社会論入門Ⅰ（2007年度１学期）

2007/06/26現場の声：日本で働く外国人労働者の子どもたち 

講師：エレナズ・ジャラリ（亜細亜大学国際関係学部在学）

各グループコメント


グループディスカッションのテーマ：これから日本社会に、○○系日本人が増えることについて、どのように思うか？（良いと思うか、悪いと思うか？）

グループ名：青屋は逆さよ

· 日本が安い労働力を求める限り、日系や外国人労働者が増えるし問題も出てくると思う。今の状況で○○系日本人が増えるのは仕方がない。

· 「○○系日本人」の知り合いが増えたりといった個人的な点では嬉しいことだ。だが、それが社会にとってどうかと問われると、良い悪いの問題ではなく、受け入れるしかないと思う。

· 日本人が、「外国人顔」日本人に馴れていないので、その存在を広く知らせれば多少は暮らしやすくなると思う。

· 見た目と中身で異なるルーツを持つ人は今後増えていくので、受け入れる側が柔軟になるべき。

· いいことだと思う。周りに○○系日本人が増えることで、日本人自身について考えるきっかけになるし、コミュニケーションを通して視野が広がる。「○○系」のアイデンティティを持つ人の居場所を確保するのが大切と思う。

· ○○系日本人という人々の話を直接聞くと、そういうアイデンティティのあり方などが理解できて、あまり抵抗もなく受け入れるけれど、いきなりそういう人に対面するとやっぱり変な感じがして難しいなと思う。

· 日本の社会の風習や言語に適応して、日本の社会に馴染んで生活できるならば日系外国人が増えてもいいと思う。

· 日本人としてのアイデンティティを持つこと自体は問題ないと思うが、周りの人間との間で認識の違いが生じることは問題だと思う。

· ○○系日本人だというアイデンティティを持っていること自体すばらしいのでは？（どちらの国の人間でもない、と思ってしまうよりも）差別などの問題が起きない限り拒むことではないと思う。

グループ名：アミーゴ

· 増えていくことで様々な問題が出てくると思うが別にいいと思う。

· 在日外国人及び○○系日本人が増えることは、時代の趨勢であり、日本は外国人を受容するよう国家的に取り組んだほうが良いと思います。

· 偏見が入って一歩引いてしまうことがあるかもしれない。（例：「黒人の人々は恐い」という漠然とした偏見的イメージ）

· 外見は外国人でも日本人と同じくらい日本語がしゃべれて生活していけるなら全く問題ないと思う。

· 同級生であれば問題なし。

· ○○系日本人が増えることに自分は問題ないと思うが、偏見を持つ人々が日本においているのは否定できない現実であり、○○系日本人が増えることの問題は、そういった偏見がなくならないことだと思う。

· 移住者が増えることは自然。良い悪いの問題ではないと思う。幼いころから外国人と関わることで、「外国人」に対する偏見やイメージを変えることができると思う。

グループ名：MNSHY

· 外国人児童への学習支援ボランティア活動をもっと活発にすれば、その文化にもっと早く馴染むことが出来ると思う。

· 職場をグローバルに！

· 外国人の親の集まりが必要。土日などに日本語補講学校を開く。（親も一緒に来れるようなプログラムで）

· ボランティアの存在は貴重だろうなと思った。学校での学習では、学校単位での子供たち向けの指導やサポートなど受けられないのかと思った。

· ボランティア（CCS）の力は大きいと思う。他の子にはできるけど、その子にはできないってことがあれば、サポートするシステムが必要。

· 日本に来たばかりで、大切な時期に、子供だけでなく、親のサポートもしてあげるような団体や仕組みがあると良いのでは？自治体等で。そうすれば親子のコミュニケーションギャップが、あまりひどくならないようにできるのでは？

· 親と子の問題は改善しづらいものがあるが、学校での学習の問題や、相談員等の存在の有無は、かなり改善されつつあると感じる。私は周りに外国人で日本語がペラペラの人ばかりだったので全く違和感を感じない。こういう人がもっと増えていくしか道はないと思う。

グループ名：オランウータン

＜グループのまとめ＞

アイデンティティとは、多様、複合的なもので当たり前。周りの人がそれをきちんと受け止めていくべき。

· 日本で生活する上で、何よりも大切なのは日本語が話せることだと思う。それができて日本人としてのアイデンティティを持ち、生活していく外国出身の人が増えることは自然なこととして受け止めていきたい。

· 一つの国に一つの民族しかいないほうが特殊。むしろようやく普通になりつつあるんだと思う。

· 宗教的な違いなどはあっても自分を日本人だと思っている人々を受け入れないというのはおかしい。外見の違いで個々のアイデンティティを決め付けるのは古い考えだと思うし、とにかく○○系外国人が住みやすい環境をつくるべき。

· ○○系日本人が増えていくことに疑問はなし。でも周りの受け皿（見かけで差別しない）をきちんとしないと生きづらい日本になってしまうのではないか。

· 現実的にいってこの傾向は増えこそすれ減りこそしないだろうし、文化の多様性に貢献すると思うので賛成。ただサポート体制の充実が必要だと思う。

· 最初にそういうケースを聞いたときはびっくりしたけど、（あるバングラデシュ人から、自分には日本人のアイデンティティがあると聞いた）自分のアイデンティティのことを考えると納得。多様で複合的なもので当たり前なんじゃないか。

グループ名：GRUPO

· 国際化が進んでいる中、○○系日本人という人々が減ることはないから、そのような人々を受け入れることが必要だと思います。

· 増やす必要も減らす必要もない。

· 「○○系日本人」は、日本人なのだから日本人が増えることに良いも悪いもない。

· 良いことだと思うが、自分を「○○系日本人」と考えるか、「日本に住んでいる～人」と考えるかは、自分のアイデンティティの問題であって、周りの人からは親しくならない限り「日本に住んでいる～人」と見られてしまうと思う。

· 「○○系日本人」のようなアイデンティティを持った人がいても全然問題ないと思う。ただ日本には今まで「日本人」と「外国人」の区別しかなかったから、世間が適応するには時間がかかると思う。（特に周りに外国人が少ない地域）

· いくら日本の教育を受けても、自分の国で生まれたその人はその国の人だと思うべき。

· 国籍も日本になっていないのに自分一人の努力で本当に日本人になれるのか。

· 日本で日本の国籍を取っても、自分が自分のことを○○系日本人だと思っても日本社会が認めてくれない。それを日本人になったと思えるのか。

· 「○○系日本人」が増えるのは、少なからず何か問題が起きそうなので基本的には良くないと思います。

グループ名：小さな声

＜グループのまとめ＞

○○系日本人は増加すると思う→状況は良くなると思う

· 長い間一緒にいたり、少し話をすれば外見は違っても日本人だということに自然に気が付くと思う。増えればいいかと具体的な考えはないけど、問題はないと思う。

· 日本に来た当初は言葉も文化もわからなくて様々な困難があると思う。そのときにボランティアがいれば・・・。

· 幼い頃から日本で育てられたとしたら自分がどこに属されているかということに結構迷いは生じると思うのですが、自分がどこの国の出身であり、自分基本はどこにあるかは忘れない方がいいのでは。

· 良いか悪いかと言われたらどちらでもないと思う。

· 今の日本を取りまく状況が変化しない限り、「○○系日本人」という人たちは増え続けると思います。そのことは、日本社会にとって問題だ、というのではなく、日本社会が問題になっていると思います。（理解不足のことなど）

· 日本に住んでいる外国人が、日本人として日本に住みたいと考えてくれていることはうれしいことだと思う。ただ、私たちが、それを支えていける体制を整える必要があると思う。

· 周囲の人の理解と受け入れ環境の向上が必要だと思う。

グループ名：チーム・ハロハロ

· 「○○系日本人」というアイデンティティを持った人が少ないこともあり、やはり外見から外国人という判断をしてしまうことが多いと思う。しかし、このような状況はこれから増えていくと思う。小学校の授業などでそのような人々がいるという知識を広めることが必要。

· ○○系日本人が増えることについて、本人のアイデンティティと周囲が抱く印象にはやっぱりギャップがあるのでは。良し悪しについては特にないです。日本人だし。

· 受け入れに多少時間はかかるかもしれないけど、そう考える外国人が増えることは日本人として嬉しいことだと思う。

· 正直なところ、○○系日本人をはじめ、日本人としてみることは出来ないと思う。やはり見た目が外国人だと日本人として見ることができない。

· ナディさんのような人は日本で貴重な存在だと思うが、このケースが増えていくと国籍の定義はどうなるのか。両親が違っても日本人に簡単になれるのか。

· 多言語、多文化化が進むにつれて「○○系日本人」が増えるのは当然のこと。見た目が外国人であっても、考え方などが日本人と同じなら理解しあえないことはないはず。見た目だけで判断する習慣を改めるべき。

· やはり私もまずは見た目で、外国人かどうかを見てしまうと思う。しかし、それだけで判断するのではなく、その人のことを知ろうとすることが大切だと思う。「○○系日本人」のことを、もっとみんなで理解すべきだと思う。

· 実際私もナディさんが自然な日本語を話したとき驚いた。このような偏見があることは、仕方のない事だと思う。しかし、これからの社会で彼女のような人が増えてくると思う。多くの日本人の理解が必要である。

グループ名：チーム・フラワー

· ○○系日本人の人たちがいるということは、決して悪いことではない。日本人という意識があるのだから、日本人として受け入れてあげるのが一番良いと思う。外見から外国人だと間違えてしまうのはしょうがないが、日本人という意識があるとわかったら日本人と対等に接するべきだ。企業も理解してあげるべき。

· 日本人としてのアイデンティティを持っているということが悪用されていくのは良くないが、本当に日本人と同等の教育を受けてきたり、言語を習得した人についてはきちんと認めていくことが必要であると思う。

· 今後ナディさんの家族のような外国人が増えていったときの対策。学校の中に、外国人の生徒とその家族をサポートする窓口みたいなのをつくる。

· ○○系外国人と呼ばれる人が増えていくだろうから、日本社会がそれに適応していくしかないのかなと思う。社会が、顔が外国人だからという理由でその人を排除していくのはおかしいと思うので、もう少しその人の中身を理解するように努めるべきだ。

· ○○系日本人というアイデンティティを周りの日本人が理解し、受け入れていくべきだと思う。不自由な部分はサポートすべき。

· 親が日本語を学べる機会を作る。見た目だけで判断しないで相手を理解しようとする。

· ナディさんの話にもあったように、子供のころから外国の人に触れる機会を増やせば、今後日本人が○○系日本人のような人々に対して偏見を持たなくなると思う。私の小学校では、日本語ぺらぺらの外国人のお友達がたくさんいたので、そういう人々に対して全然違和感を感じていません。

· ○○系日本人は、今後増えていくことが考えられる。現状では、「外見による差別」はどうしてもあると思うので、今は「○○系日本人」が日本にいるという「認知」が最優先であると思われる。社会が「外国で育ち日本から来た外国人」と「日本で生まれた外見が異なる日本人」がいることを認識する。

グループ名： CHO BIJIN

· 宗教の違いからくる問題は認知されていないことが多いので、どうすれば解決することができるのか。

· 外国から色んなルーツを持った人が日本に来るのは大歓迎です。ただベジタリアンや宗教上の仕事の整備が必要だと思う。

· 宗教上の理由で生じる問題（食事などの生活習慣）も多少あると思うが、色んな国の人たちが旅行や住むことを目的に日本を訪れるようになっているわけだから、新しい制度を考えるより臨機応変に対応していくべきだと思う。※日本は世界でも有数のトップ国である。

· アメリカみたいにいろんな人種やそれに伴う宗教や文化が、日本でmixされるのは良くないと思う。日本独自の文化や風情を未来永劫いつまでも守り続けていくべきだと思う。世界が全て同じになったらつまらないから。

· 国籍が違っても、顔が違っても日本育ちなのに日本人に認めてもらえない現実の壁を少しずつ減らしていく姿勢が必要だと思う。

· あえて国籍を変えなくても自分がイラン人であるという誇りを持つことは難しいのか。

· 言葉の壁によって親子間でコミュニケーションがとれなくなるというのがショックだった。

· 豚肉は食べない、お酒は飲まないということはある程度自分がイラン人であるという意識があるからだと思う。しかし、なぜ日本の国籍に変えたいのか疑問に感じる。

グループ名：日本はまあまあ住みやすい

· 見た目は変えられないので差別はあるかもしれないが、○○系日本人と考える人が増えることはかまわないと思う。

· ○○系日本人が増えることは、全く問題ないと思うが、現在の日本ではあまり受け入れられないのが現状だと思う。

· すばらしいことだと思います。適応するべきです。

· いいと思います。「○○系」というのがついていても日本人にはかわらないと思います。外見は違っていても。

· （外国）系日本人が増えることは全然かまわないと思う。日本人は外国人に慣れていないので、増えればそれだけ慣れるのではないか。

· ○○系日本人が増えるのは良いこと。日本人にも好影響を与えてくれるかも。手助けするボランティアをもっと充実させるべき。

· 在日外国人の子供たちは親とのギャップは大きく、大変だと思いました。

· 「ブラジル系日本人」「イラン系日本人」なら、受け入れやすいかもしれないが、もし「日本系」イラン人だったとしたら多少反発があるかもしれない。

グループ名：ハーゲンダッツ

· 日本の社会が、外見だけで判断したり偏見を持ったりせずに、もっと外見は外国人だけど中身は日本人という人を受け入れる体制をつくり増えていったらいいと思う。

· ○○系日本人が増えるのは全く反対ではない。これからもっと増えたら、そういう人たちの助けになりたい。（例えば日本語を教えたり）

· 外国人が日本にやってくるのがよいのか悪いのかというのは議論に値せず、実際に来たときにどのように対応するか。諸制度など。何よりも地域コミュニティの密度がkeyだと思う。

· 外国人が増えていくのは賛成だけど、日本という国のアイデンティティも保ちつつ、外国人の文化も尊重し、住みやすい環境を整えるのは大変。

· 「○○系外国人」というのは、アイデンティティを得難い日本で育った外国人が自己を規定するのにぴったりの表現だと思う。日本社会全体にも、この概念を広めていけば外国人との境遇がよくなるのでは。

· ○○系日本人の増加について、人種、民族と言葉、アイデンティティが必ずしも一致しない時代なんだと人々が意識して、日本が○○系日本人の人を社会の一員に受け入れていければいいと思う。でも実際は難しそう。

· 増えたらいいなと思う。○○系日本人が日本で生活することによって、世界を身近に感じると思うし、日本人の○○系日本人に対する考え方、受け入れ体制が少しずつ変わるかなと思うから。

グループ名：YY6ers

· 日本人だという思いを尊重することはできるが、まだまだ外国人だという先入観はある。

· 本人が日本人としての意識があるなら認めるべき。線引きするのは難しい。

· 日本人も海外で働く人が増えているから、増えていくのは自然なことだと思う。

· 「日本人」ってなんだろう？

· 日本が島国だったからそういうことはあまりなかったが他の国は普通にあることだと思う。少しまだ抵抗感は無意識にあるが徐々になくなると思う。賛成か反対かで言えば、賛成。

· 増えていくのは良いのでは。ただ、日本語ができないことから生じる問題に対応していかなければ。

· 自分を○○系日本人だと思って生きる人が増えていくことはいいことだと思う。その人のアイデンティティが日本にあると思うのは個人の自由だし。でもそれを尊重できないような社会だと日本はいけないと思う。

· ○○系日本人が増えていることを、日本人がそれを良いことか、悪いことか判断することが間違っているように感じた。「良いこと」とか「悪いこと」とかそういう問題ではないと思う。

· 見た目で戸惑うこともあるけれど、日本人らしい習慣や考えを持っている人に抵抗は全くないです。

· 増えていること自体は良いと思うけど、増えているという現状のもとで、今問題になっていることをどうしていくか考えなければならないと思う。

